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 中期緑内障（下方の視野障害）の
　 見え方の一例
下の方にぼやけた部分があり、
足跡マークがはっきりしません。
左の看護師が見えていません。

 正常な見え方

医療を知る、
病気を知る。

特 集

　

緑
内
障
は
、
眼
球
と
脳
を
つ
な
ぐ
視
神
経
が

傷
ん
で
、
視
野
が
徐
々
に
悪
く
な
る
、
慢
性
進

行
性
の
疾
患
で
す
。
現
在
日
本
人
の
中
途
失
明

原
因
の
第
一
位
で
、
全
体
の
お
よ
そ
25
％
を
占

め
て
い
ま
す
。
早
期
発
見
が
と
て
も
大
切
な
の

で
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
に
緑
内
障
に
つ
い
て
知
っ
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

緑
内
障
は
20
人
に
１
人
が
か
か
る

　

緑
内
障
は
、
40
歳
以
上
の
20
人
に
１
人
、
70

歳
以
上
の
10
人
に
１
人
が
か
か
る
、
と
て
も
身

近
な
病
気
で
す
。
と
こ
ろ
が
そ
の
う
ち
の
約

90
％
の
人
た
ち
は
、
自
分
が
緑
内
障
だ
と
気
付

い
て
い
ま
せ
ん
。
緑
内
障
は
だ
れ
で
も
な
る
可

能
性
が
あ
り
、
高
齢
に
な
る
ほ
ど
か
か
り
や
す

い
病
気
で
す
が
、
若
い
人
で
も
緑
内
障
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

視
野
障
害
は
自
分
で
は
気
付
き
に
く
い

　

緑
内
障
は
、
徐
々
に
視
野
が
悪
く
な
る
病
気

で
す
。
視
野
が
悪
く
な
っ
た
ら
自
分
で
気
付
く

だ
ろ
う
、
と
思
わ
れ
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
実
際
に
は
、
緑
内
障
で
視
野
が

悪
く
な
っ
た
こ
と
を
自
覚
で
き
る
の
は
、
視
野

障
害
が
か
な
り
進
行
し
て
か
ら
で
す
。
視
野
が

悪
く
な
っ
た
部
分
は
、
黒
く
欠
損
し
て
見
え
る

の
で
は
な
く
、
部
分
的
な
ぼ
や
け
と
し
て
認
識

さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
良
い
方
の
目
と
脳
の
機

能
で
、
こ
の
部
分
的
な
ぼ
や
け
は
補
完
さ
れ
ま

す
。
で
す
の
で
、
初
期
～
中
期
の
緑
内
障
の
場

合
、
自
分
で
視
野
の
異
常
に
気
付
く
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
眼
科
で
視
野
検
査
を
受

け
て
初
め
て
視
野
の
障
害
が
わ
か
る
の
で
す
。

眼
科
で
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

緑
内
障
か
ど
う
か
調
べ
る
に
は
、
ま
ず
眼
科

で
眼
底
検
査
を
受
け
ま
す
。
目
の
神
経
の
形
や

色
を
観
察
し
て
、
正
常
か
ど
う
か
を
判
断
し
ま

す
。
神
経
が
傷
ん
で
い
る
よ
う
な
所
見
が
あ
れ

ば
、
次
に
視
野
検
査
を
行
い
ま
す
。
視
野
検
査

は
、
暗
い
部
屋
で
、
検
査
器
械
を
使
っ
て
、
片

目
ず
つ
行
い
ま
す
。
光
の
点
が
見
え
た
ら
ボ
タ

ン
を
押
す
検
査
で
、
検
査
時
間
は
10
～
20
分

で
す
。

緑内障について
倉敷平成病院　眼科医長

石口　奈世理

医療を知る、
病気を知る。

特 集

治
療
の
基
本
は
点
眼
で
す

　

緑
内
障
に
対
し
て
は
、
眼
圧
を
下
げ
る
治
療

を
し
ま
す
。
眼
圧
と
い
う
の
は
目
の
硬
さ
の
こ

と
で
、
正
常
範
囲
は
10
～
21 mm
Hg
で
す
。
緑

内
障
の
方
に
は
眼
圧
が
高
い
人
も
い
ま
す
が
、

眼
圧
が
正
常
値
の
人
も
い
ま
す
。
眼
圧
が
高
く

て
も
高
く
な
く
て
も
、
治
療
で
さ
ら
に
眼
圧
を

下
げ
て
目
の
神
経
に
か
か
る
負
担
を
減
ら
す
こ

と
で
、
神
経
障
害
の
進
行
を
遅
ら
せ
ま
す
。
緑

内
障
の
治
療
に
は
、
薬
物
治
療
、
レ
ー
ザ
ー
治

療
、
手
術
治
療
が
あ
り
ま
す
。
多
く
の
場
合
、

点
眼
治
療
が
基
本
治
療
に
な
り
ま
す
。
い
ろ
い

ろ
な
種
類
の
緑
内
障
治
療
用
点
眼
薬
が
あ
り
、

患
者
さ
ん
に
あ
っ
た
薬
を
選
択
し
ま
す
。
点
眼

薬
だ
け
で
は
効
果
が
不
十
分
な
場
合
、
内
服
薬

の
追
加
や
、
レ
ー
ザ
ー
治
療
や
手
術
治
療
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

緑
内
障
に
よ
る
失
明
を
防
ぐ
た
め
に

　

緑
内
障
は
、
自
覚
症
状
は
出
に
く
い
も
の
の
、

進
行
す
る
と
見
づ
ら
く
な
り
、
最
終
的
に
は
失

明
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
失
明
を
防
ぐ
た

め
に
は
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
と
て
も
大

切
で
す
。
見
づ
ら
く
な
っ
て
か
ら
眼
科
を
受
診

し
て
緑
内
障
と
診
断
さ
れ
た
場
合
、
視
神
経
の

障
害
が
か
な
り
進
行
し
て
い
ま
す
。
一
度
傷
ん

で
し
ま
っ
た
神
経
は
元
に
戻
す
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
で
き
る
だ
け
早
期
に
見
つ
け
て
治
療
を

開
始
す
る
こ
と
が
、
生
涯
見
え
る
状
態
を
維
持

す
る
た
め
に
重
要
で
す
。
40
歳
を
過
ぎ
た
ら
、

眼
底
検
査
を
含
む
健
康
診
断
を
受
け
る
か
、
眼

科
を
受
診
し
て
、
緑
内
障
の
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け

ま
し
ょ
う
。
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眼　科
ドライアイ、眼精疲労、見づらい、かすむ、ぼやける、ゆがんで見える、視力低下、充血、かゆみ、かすみ目、涙目など、目に起
こるさまざまな症状に対応しています。眼科疾患は生活習慣病と深い関わりがあるものが多く、糖尿病、高血圧、高脂血症などが
誘因となって生じる疾患があります。生活習慣病センターと連携し、治療を進めていきます。小児の斜視・弱視の検査・治療も行っ
ています。患者さんの目の健康を守るべく、お一人おひとりに最良の医療を提供できるよう努めています。

眼科医長　石口　奈世理
資格：日本眼科学会専門医
　　　日本眼科手術学会

月 火 水 木 金 土
午　前

8:00～12:00 松野 石口 石口 石口 石口 石口 　第１週
松野 第2・4週

午　後
13:30～17:00

［予約制］
石口

［予約制］
石口

［予約制］
石口 ～16:00

［予約制］
石口

［予約制］
石口 ―

外来診療担当表

※午後の診療は完全予約制
　（視野検査・斜視弱視検査・蛍光眼底造影検査・ボトックス治療・レーザー治療・外来小手術など）

086-427-1140［予約専用］TEL

1 診察　2 視力検査　3 リニューアルした検査室　4 視野検査　5 スタッフ（撮影においてのみマスクを外しています）

1

2

3

45
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Pick Up!　ピックアップ

　倉敷平成病院薬剤部は13名の薬剤師（うち２名育児休

暇中）と、２名の調剤補助員で業務を行っています（2021

年10月時点）。

　薬剤管理指導業務・病棟薬剤業務など、主に入院薬物治

療に関する業務を行っており、外来のお薬は院外処方です。

　多職種連携を推進し、感染制御チーム（ICT）、抗菌薬適

正使用チーム（AST）、栄養サポートチーム (NST)、褥瘡対

策チーム、認知症・せん妄サポートチーム（DST）、糖尿病

ケアチーム（DCT）、骨粗鬆症チーム（OLS）などのチーム

医療において、NST専門療法士や糖尿病療養指導士など

の資格を活かし、チーム医療の一員として安心・安全な医

療の提供に努めています。

薬剤部
安心・安全な薬物治療を提供できる環境へ一新

調剤業務・注射業務、病棟薬剤師
業務、薬剤管理指導業務、医薬品
情報（DI）業務など、高い専門性を
必要とする薬剤部業務を安全・円
滑に行い、患者さんが安心できる
薬物治療の提供に努めています。

改築工事に伴い、場所を移転しました。
新しく広くなった新薬剤部で、薬剤師一同、
心も新たに業務に励んでいます。

4



注射室 無菌調製室 専用保冷庫

バーコード調剤散薬分包機全自動錠剤分包機

　薬剤部は、病院本館２階に移転して広くな
り、室内も明るく、作業動線も一新されまし
た。また、スタッフルームが新設されて小休
憩やミーティングで使用できるようになり、
D I室（医薬品情報管理室）も整備しました。
薬剤部が広くなったことで机や椅子が増え、
立ちっ放しで長時間作業することが減りまし
た。また、持参薬の鑑別や薬剤管理指導記録
入力で使用するパソコンの数も増え、日々の
業務でのストレスが軽減されました。

　注射室は、薬品棚を一新して、車輪付きの台車で輸液を保管するなど、使いやすく工夫しました。無菌調製室には安全キャ
ビネットを設置し、化学療法にも対応できる環境が整いました。最近は、高額なバイオ医薬品が使用される症例が増えたこ
とから、24時間体制で厳格な温度管理ができる専用保冷庫「Cubixx」を導入しました。医薬品管理の精度が向上したことで、
患者さんにも、より安心して治療に取り組んでいただけることと思います。

　調剤室は、電子カルテシステム更新時期とも重なったため、最新の全自動錠剤分包機「Xana-1360UF」と、散薬分包機
「Ai8080」に更新し、トーショー薬剤部門システム「Sphere」を岡山県内で初めて導入しました。調剤機器は院内LANで
連携して業務効率を上げるとともに、散薬監査システムやバーコード調剤システムにも連動したことで、より精度の高い調
剤や注射準備に繋がり、今まで以上に安心・安全な薬物治療を提供できる環境となっています。

広くなり新システムが導入された薬剤部

幅広い治療に対応できる環境を整備

効率と安全性を高めた調剤室

5



　

思
い
起
こ
す
と
医
学
部
在
学
中
の
臨
床
実
習

が
始
ま
っ
た
頃
か
ら
、
ネ
ク
タ
イ
を
締
め
る
こ

と
が
習
慣
化
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
研
究
職
の

一
時
期
を
除
け
ば
勤
務
時
に
は
ネ
ク
タ
イ
を
締

め
て
い
る
。
２
０
０
５
年
頃
、
ク
ー
ル
・
ビ
ズ

が
提
唱
さ
れ
、
勤
務
に
お
い
て
は
ノ
ー
ネ
ク
タ

イ
が
一
般
化
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
医
療
に
お

い
て
は
白
衣
を
着
て
診
療
に
当
た
る
が
、
白
衣

は
あ
く
ま
で
も
作
業
着
で
あ
る
。
診
療
に
適
し

た
白
衣
を
着
る
こ
と
は
理
解
で
き
る
が
、
患
者

さ
ん
に
対
し
て
敬
意
を
表
す
意
味
で
は
、
ネ
ク

タ
イ
は
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
様
に
も

思
え
る
。

　

大
学
に
勤
務
し
て
い
た
頃
に
、
医
局
会
で
医

師
の
頭
髪
や
服
装
に
つ
い
て
注
意
を
喚
起
し
た

こ
と
が
あ
る
。
医
療
も
一
種
の
サ
ー
ビ
ス
業
で

あ
り
、
患
者
さ
ん
に
医
師
の
身
な
り
で
不
快
な

思
い
を
さ
せ
て
は
い
け
な
い
。
こ
の
事
に
も
関

連
し
て
、
病
棟
医
長
に
医
師
の
受
け
持
ち
患
者

を
患
者
さ
ん
の
指
名
制
に
し
て
は
ど
う
か
と
提

案
し
た
。
病
棟
医
長
か
ら
は
、
我
々
は
ホ
ス
ト

で
す
か
と
言
わ
れ
た
。
あ
る
意
味
で
は
そ
う
だ

と
答
え
た
か
っ
た
が
、
話
の
落
と
し
ど
こ
ろ
も

考
え
て
、
指
名
制
に
し
て
私
に
指
名
が
集
中
し

て
は
困
る
と
言
っ
て
話
を
打
ち
切
っ
た
。

　

私
に
と
っ
て
ネ
ク
タ
イ
を
締
め
る
こ
と
は
、

業
務
に
当
た
る
際
の
ス
イ
ッ
チ
の
役
割
も
果
た

し
て
い
る
。
診
療
の
際
は
勿
論
だ
が
、
学
生
教

育
や
会
議
の
時
に
も
ネ
ク
タ
イ
を
締
め
る
。
お

か
げ
で
多
く
の
ネ
ク
タ
イ
を
所
有
し
て
い
る
。

そ
の
大
部
分
は
、
自
分
で
選
ん
で
購
入
し
た
も

の
だ
が
、
妻
や
娘
、
息
子
、
学
生
、
友
人
な
ど

か
ら
貰
っ
た
も
の
も
あ
る
。
た
だ
、
ど
う
し
て

も
気
に
入
っ
た
ネ
ク
タ
イ
を
多
く
締
め
が
ち
で
、

滅
多
に
締
め
な
い
も
の
も
で
て
く
る
。
中
で
も
、

息
子
か
ら
貰
っ
た
ネ
ク
タ
イ
の
う
ち
の
1
本
は

締
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
は
、
奇
抜
な

デ
ザ
イ
ン
と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、
貰
っ
た
ネ

ク
タ
イ
に
あ
う
ス
ー
ツ
や
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
持
ち

合
わ
せ
て
い
な
い
こ
と
も
理
由
で
あ
る
。
従
っ

て
、
妻
や
娘
か
ら
ネ
ク
タ
イ
を
貰
っ
た
際
に
は
、

ネ
ク
タ
イ
に
あ
う
ス
ー
ツ
を
買
わ
な
け
れ
ば
い

け
な
い
な
ど
と
言
う
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
る
。

　

今
回
、
執
筆
の
機
会
を
頂
き
テ
ー
マ
と
し
て

ネ
ク
タ
イ
を
取
り
上
げ
た
。
誤
解
し
て
貰
っ
て

は
困
る
が
、
現
在
、
医
師
に
ネ
ク
タ
イ
を
強
要

し
た
い
な
ど
と
思
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

真
夏
の
暑
い
時
、
私
が
ネ
ク
タ
イ
を
締
め
て
い

る
こ
と
で
、
暑
苦
し
さ
に
不
快
感
を
感
じ
ら
れ

る
職
員
の
皆
様
に
多
少
の
ご
理
解
を
賜
れ
れ
ば

と
思
っ
て
い
る
。

　

ネ
ク
タ
イ
に
は
私
に
と
っ
て
多
く
の
思
い
が
あ

る
。
医
療
者
た
る
者
、
患
者
さ
ん
を
診
て
や
っ

て
い
る
な
ど
と
努
々
思
っ
て
は
な
ら
な
い
。
常
に
、

患
者
さ
ん
に
対
す
る
敬
意
を
忘
れ
る
こ
と
無
く
、

自
分
自
身
が
受
け
た
い
最
高
の
医
療
提
供
に
努

力
す
べ
し
と
い
う
、
自
分
自
身
へ
の
警
鐘
の
役
割

も
果
た
し
て
い
る
。
医
師
と
し
て
働
い
て
い
る
限

り
は
ネ
ク
タ
イ
に
こ
だ
わ
り
た
く
、
今
日
も
ネ
ク

タ
イ
を
締
め
て
業
務
に
従
事
し
て
い
る
。

倉敷平成病院に勤務する医師の
オススメの食べものや曲などの紹介、

趣味の話や旅行記など…
どんなお話が聞けるかな？

Vol.11

神経放射線センター長　小川　敏英
岡山県総社市生まれ。秋田大学医学部卒業。
秋田大学医学部、米国国立衛生研究所、秋田県立脳血管研究センターを経て、1997年鳥取
大学医学部教授。副病院長、医学科長、医学部長を併任。
2018年より現職。鳥取大学名誉教授。

ネクタイ
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パ

カ

タ

ラ

パタカラ体操 ❷パタカラ体操 ❶

それぞれの文字の発音における注意点

倉敷平成病院　リハビリテーション部　言語聴覚士　三澤　佳代子

「パタカラ体操」で
口、舌、喉を動かしましょう！

１日 健康体操

　「以前より食べ物が飲み込みにくくなった」、「食事で咽
む
せるようになった」ということはありませんか？

今年度の「１日10分健康体操」では、「嚥
えん

下
げ
障害（病気や加齢などの原因によって、食べ物や飲み物の咀

そ

嚼
しゃく

や飲み込みが悪くなること）」に焦点を当て、体操などを紹介しています。前回は自宅でも簡単にできる
口の体操を紹介しました。今回は飲み込みの力を改善するための発声体操を紹介したいと思います。
　病気や加齢だけでなく、新型コロナウイルスの流行により人とお話しする機会が減ってしまい、口を動か
すことが少なくなっていることも飲み込みの力が落ちてしまう原因になります。今回紹介する、「パタカラ
体操」には飲み込みの力の改善に加えて、唾液分泌の促進、発音の改善、入れ歯が安定するなど、たくさん
の効果があるとされています。食前での実施がより効果的です。ぜひやってみてください！

「パタカラ」と４文字連続で発音します。
10回を目安にやってみましょう。

「パ」、「タ」、「カ」、「ラ」を１文字ずつ、
それぞれ５回続けて発音します。
３セット行いましょう。

しっかりと唇を閉じてから発音しましょう。

唇は食べ物をお口に取り込んで、こぼさない
ようにする役割があります。
唇の筋力をつけて取りこぼしを防ぎましょう。

舌を上あごにしっかりとくっつけてから発音し
ましょう。

食べ物を飲み込むときには、食べ物を舌で強
く押しつぶす必要があります。

動画で紹介しています！

喉の奥に力を入れて発音しましょう。

食べ物をスムーズに飲み込めるようになります。

舌を丸めて、舌の先を前歯の裏につけて発音
するよう意識しましょう。

食べ物を飲み込みやすい形に形成するには、
舌を細かく動かす必要があります。
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所在地 倉敷市老松町4-3-38
（倉敷在宅総合ケアセンター１階）

T E L　 086-427-1128

対 象　 要支援１～２

定 員 40名

倉敷在宅
総合ケア
センター

疲労回復と冷え性予防に効果的な
“濡れない足湯”

運動のアドバイスも掲載した
自主トレファイル

運動に集中できる
落ち着いた雰囲気のフロア

おひとりおひとりの身体機能や
生活状況に合わせた個別リハビリ

マシントレーニングで
効率よく筋力アップ

転倒予防と脳活性を兼ねた集団プログラム

�

倉
敷
在
宅
総
合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー　
　

�

予
防
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン　
　

�

Ｐ
Ｔ
科
長　
大
段　
祐
貴

　

予
防
リ
ハ
ビ
リ
は
全
仁
会
の
グ
ル
ー
プ

内
に
あ
る
通
所
系
サ
ー
ビ
ス
の
一
つ
に
な

り
ま
す
。
予
防
リ
ハ
で
は
集
団
プ
ロ
グ
ラ

ム
や
個
別
リ
ハ
ビ
リ
を
提
供
し
、
ご
利
用

の
方
々
の
〝
自
律
〟
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

〝
自
律
〟
と
い
う
目
標
は
単
純
に
移
動
や
日

常
生
活
が
で
き
る
と
い
う
状
態
で
は
な
く
、

日
常
の
活
動
量
の
調
整
や
自
主
ト
レ
を
行

う
こ
と
で
、
ご
自
身
の
体
を
調
律
し
、
少

し
で
も
長
く
住
み
慣
れ
た
家
、
住
み
慣
れ

た
町
で
生
活
を
続
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
願
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
こ
う
い
っ
た
従
来
の
目
標
に
加

え
、
コ
ロ
ナ
禍
に
負
け
な
い
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
テ
ー
マ
に
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。
運
動
の
目
的
や
効
果
、
ワ
ン
ポ
イ

ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
を
記
し
た
広
報
誌
の
作

成
、
自
主
ト
レ
フ
ァ
イ
ル
の
配
布
な
ど
、

ご
自
身
の
目
標
を
意
識
し
な
が
ら
楽
し
く

運
動
を
継
続
で
き
る
よ
う
な
き
っ
か
け
作

り
を
新
た
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
実
際

に
自
主
ト
レ
を
始
め
ら
れ
た
方
か
ら
は
、

家
で
も
運
動
す
る
と
動
き
や
す
さ
が
違

う
！
な
ど
の
声
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

希
望
の
光
は
ま
だ
見
え
た
り
ぼ
や
け
た

り
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
が
、
み
な
さ
ん

と
災
禍
を
乗
り
越
え
、あ
の
時
は
大
変
だ
っ

た
と
笑
顔
で
話
せ
る
よ
う
に
、
ご
利
用
の

方
々
の
〝
自
律
〟
を
ス
タ
ッ
フ
一
同
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
き
ま
す
。

〝
自
律
〟
を
目
指
し
て

倉敷在宅総合ケアセンター 予防リハビリテーション
　予防リハビリは倉敷平成病院に隣接する倉敷在宅総合
ケアセンターの１階にあり、定員が40名の通所リハビ
リテーションになります。介護予防に重点を置いており、
要支援１、要支援２の認定をお持ちの方がご利用されて
います。ご希望の利用時間とご相談の上、スケジュール
を調整し、そのお時間の中で各種プログラムを組み合わ
せて実施していただいています。
　集団プログラムでは心身機能を総合的に高めるために、
様々な運動や脳活性トレーニングを提供しています。
また、個別リハビリではリハスタッフの評価に基づき、
おひとりおひとりの状態に合わせた運動指導を行ってい
ます。パワーリハビリのためのマシンも取り揃えており、
トレーニングジムのような明るい雰囲気でみなさん運動
に取り組んでいただいています。
　運動を始めたいけど何からすればいいのかとお悩みの
方、まずは通いの施設で運動習慣をつけたいとお考えの
方がおられましたら、見学・体験も承っておりますので、
ぜひ一度ご連絡ください。
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⃝

倉
敷
老
健
　
⃝
倉
敷
在
宅
総
合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
　
⃝
ピ
ー
ス
ガ
ー
デ
ン
倉
敷

⃝
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
倉
敷
　
⃝
グ
ラ
ン
ド
ガ
ー
デ
ン
南
町
　
⃝
ド
リ
ー
ム
ガ
ー
デ
ン
倉
敷

グランド
ガーデン

南町

長
寿
を
願
っ
て

　

今
年
は
敬
老
会

の
代
わ
り
に
入
所

者
様
の
長
寿
を
願
っ

て
記
念
に
秋
を
テ
ー
マ
と
し
た
手

拭
い
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

屋
内
で
花
火
大
会

　

８
月
25
日
、
夏
を
感
じ

る
為
に
屋
内
で
楽
し
め
る

花
火
大
会
を
行
い
ま
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
用
し
て
大
画
面
で
流

れ
る
花
火
鑑
賞
と
な
り
ま
し
た
が
、「
ド
ー
ン
」

と
い
う
音
と
共
に「
綺
麗
だ
ね
。懐
か
し
い
ね
」

と
会
話
が
聞
か
れ
夏
の
雰
囲
気
を
楽
し
ん
で

も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来
年
こ
そ
は

本
物
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
、
花
火

に
思
い
を
込
め
ま
し
た
。�

（
平
野
）

コ
ロ
ナ
禍
で
も

食
の
楽
し
み
を

　

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
、

今
年
は
県
特
産
の
食
材
や
郷

土
料
理
を
献
立
に
取
り
入
れ
て
「
日
本
全
国

味
め
ぐ
り
」
を
企
画
。
既
に
10
県
巡
り
ま
し

た
が
、
大
好
評
で
、
思
い
出
話
に
花
を
咲
か

せ
て
お
ら
れ
る
方
々
も
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

写
真
は
広
島
県
の
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。
今

は
食
事
で
の
旅
行
気
分
で
す
が
、
コ
ロ
ナ

が
終
息
し
た
ら
旅
行
に
行
き
ま
し
ょ
う
！

�

（
鍬
野
）

秋
を
迎
え
て

　

今
夏
も
猛
暑
が
続

き
ま
し
た
が
、
９
月

に
入
っ
て
か
ら
は
随
分

過
ご
し
や
す
い
気
候
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
季
節
の
変
わ
り
目
は
体
調
を

崩
し
や
す
い
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
含
め
体
調
に
は
気
を

付
け
ま
し
ょ
う
。

　
ご
入
居
の
皆
さ
ん
と
、
敬
老
の
日
や

中
秋
の
名
月
な
ど
、
秋
に
ち
な
ん
だ
壁

画
作
り
を
し
ま
し
た
。
季
節
を
感
じ
さ

せ
る
素
敵
な
壁
画
が
で
き
ま
し
た
。

�

（
森
）

芸
術
の
秋　

　

秋
に
も
様
々
あ
り

ま
す
が
、
今
回
は
当

施
設
で
の「
芸
術
の
秋
」

を
ご
紹
介
し
ま
す
。
油
絵
、
切
り
絵
、

書
道
な
ど
、
ご
入
居
の
方
々
の
作
品
を

数
多
く
展
示
し
て
い
ま
す
。
ど
の
作
品

も
、
完
成
度
が
非
常
に
高
く
、
思
わ
ず

見
入
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
数
々
の
芸
術

作
品
に
包
ま
れ
た
廊
下
は
、
ご
入
居
の

方
々
の
心
を
癒
し
て
く
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。�

（
坂
本
）

倉敷老健
ピース

ガーデン
倉敷

ローズ
ガーデン

倉敷

※写真掲載の許可をいただいています。

ドリーム
ガーデン

倉敷

　
な
か
な
か
会
え
な
い
ご
家
族
に
は

少
し
で
も
安
心
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
、
リ
ハ
ビ
リ
や
創
作
風
景
な
ど

頑
張
っ
て
い
る
様
子
を
撮
影
し
た
写

真
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
来
年
こ
そ
は
、
賑
や
か
で

楽
し
い
「
敬
老
会
」
が
で
き
ま
す
よ

う
に
！�

（
檀
上
）
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聴
力
、
音
声
・
言
語
機
能
な
ど
『
こ
と

ば
』
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
不

自
由
が
あ
る
方
へ
、
指
導
や
訓
練
な
ど
、

援
助
を
行
う
言
語
聴
覚
士
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

Ｑ
．
目
指
し
た
き
っ
か
け
は
？

　
高
校
生
の
時
に
母
が
失
語
症
と
な
り
、

言
語
聴
覚
士
の
訓
練
に
同
席
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
母
は
言
葉
が
出
に
く
い
状

態
で
し
た
が
、
担
当
の
言
語
聴
覚
士
と
の

リ
ハ
ビ
リ
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
、
訓
練

に
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
初

め
て
失
語
症
と
い
う
言
葉
を
聞
き
、
家
族

と
し
て
も
ど
の
よ
う
に
対
応
す
れ
ば
良
い

の
か
不
安
で
し
た
。
し
か
し
家
族
に
も
関

わ
り
方
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
教
え
て
く
だ

さ
り
、
不
安
な
気
持
ち
が
軽
く
な
っ
た
こ

と
が
度
々
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
経

験
を
通
し
て
、
自
分
も
障
害
で
困
っ
て
い

る
人
を
助
け
る
仕
事
に
就
き
た
い
と
思
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

Ｑ
．
仕
事
に
つ
い
て

　
　
魅
力
等
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
全
仁
会
に
は
20
名
の
言
語
聴
覚
士
が
在

籍
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
10
年
目
以
上
の

言
語
聴
覚
士
も
多
く
な
り
、
頼
れ
る
ス

タ
ッ
フ
が
増
え
て
心
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。

先
輩
、
同
期
、
後
輩
関
係
な
く
相
談
で
き

る
環
境
に
あ
り
、
多
く
の
仲
間
に
支
え
ら

れ
て
い
て
と
て
も
魅
力
あ
る
職
場
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
仕
事
で
悩
ん
だ
と
き
、

辛
い
こ
と
が
あ
っ
た
と
き
は
話
を
聞
い
て

く
れ
る
仲
間
の
お
陰
で
、
毎
日
仕
事
に
向

き
合
う
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
患
者
さ

ん
が
生
活
し
や
す
く
な
る
た
め
に
ど
う
す

れ
ば
よ
い
か
悩
み
ま
す
が
、
患
者
さ
ん
の

回
復
を
実
感
し
た
り
、
一
緒
に
喜
ん
だ
り

す
る
と
き
に
は
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

　
精
神
的
に
も
辛
い
状
況
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
自
分
自
身
の
成
長
に
も
つ

な
が
っ
て
い
る
と
信
じ
前
に
進
ん
で
い
ま

す
。
言
語
聴
覚
士
の
魅
力
は
自
分
の
専
門

性
を
生
か
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

活
動
を
通
じ
、
患
者
さ
ん
に
ゆ
っ
く
り
と

向
き
合
え
る
時
間
が
多
い
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。

Ｑ
．
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
、

　
　
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
？

　
一
番
は
日
々
笑
顔
で
あ
る
こ
と
を
大
切

に
し
て
い
ま
す
。
不
安
な
気
持
ち
で
入
院

生
活
を
送
ら
れ
て
い
る
患
者
さ
ん
も
多
い

の
で
、
状
況
に
応
じ
た
対
応
が
求
め
ら
れ

ま
す
が
、
患
者
さ
ん
の
ス
ト
レ
ス
が
軽
減

し
少
し
で
も
前
向
き
な
気
持
ち
に
な
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
言
語
聴
覚
士
と
し
て
、
患
者
さ
ん

が
話
を
し
や
す
い
環
境
を
作
る
こ
と
、
リ

ハ
ビ
リ
に
集
中
で
き
る
環
境
を
作
れ
る
よ

う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ
を
頑

張
り
た
い
け
ど
、
頑
張
れ
な
い
と
い
う
状

況
に
な
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
患

者
さ
ん
の
気
持
ち
に
寄
り
添
う
こ
と
の
で

き
る
言
語
聴
覚
士
に
な
れ
る
よ
う
に
こ
れ

か
ら
も
努
め
ま
す
。

Ｑ
．
印
象
に
残
っ
て
い
る

　
　
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
あ
り
ま
す
か
。

　
入
院
時
に
担
当
し
た
患
者
さ
ん
を
訪
問

リ
ハ
ビ
リ
で
介
入
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
時

に
、
入
院
時
と
異
な
り
表
情
が
明
る
く
、

リ
ハ
ビ
リ
に
意
欲
的
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

ご
家
族
も
入
院
時
に
お
会
い
し
た
と
き
よ

り
も
、
明
る
く
気
さ
く
な
ご
様
子
で
し
た
。

患
者
さ
ん
ご
家
族
共
に
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ

を
心
待
ち
に
し
て
く
だ
さ
っ
て
お
り
、
自

宅
で
生
活
す
る
こ
と
は
こ
ん
な
に
も
人
の

気
持
ち
を
変
え
る
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

自
宅
で
豊
か
な
気
持
ち
で
生
活
が
送
れ
る

よ
う
に
、
言
語
聴
覚
士
と
し
て
今
の
自
分

に
で
き
る
こ
と
を
精
一
杯
し
よ
う
と
思
え

た
出
来
事
で
し
た
。

Ｑ
．
患
者
さ
ん
へ

　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
突
然
の
病
気
に
よ
っ
て
、
日
常
生
活
が

送
れ
な
く
な
り
不
安
な
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
言
葉
や
食
事
に

関
す
る
こ
と
で
お
困
り
の
こ
と
が
あ
れ
ば

お
力
に
な
り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

プロフェッショナル

倉敷平成病院　リハビリテーション部

言語聴覚副主任　林　征子

“患者さん・ご家族の
　　　気持ちを前向きに”

［ Vol.11 ］　言語聴覚士

倉
敷
老
健

末
長　

拓
真

｜聞き手｜
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i n f o r m a t i o n

ヘルシーレシピ

風しんとは
　風しんは風しんウイルスによっておこる感
染症です。飛沫感染し、成人がかかると症
状が重くなることがあります。また、抗体の
不十分な女性が妊娠初期に風疹にかかると、
胎児に先天性風疹症候群という障害（低出生
体重や目、耳、心臓に病気をもって生まれて
くる）が起こる可能性があります。妊娠中の
女性への風しんの感染を防ぎ、生まれてくる
赤ちゃんを守るためには周りの方々も風しん
に対する免疫（抗体）を持つ必要があります。
　厚生労働省は風しんの公的予防接種を受け
る機会がなかった世代の男性を対象として、
風しんの抗体検査と予防接種を無料で受けら
れるクーポン券を配布する事業を実施してい
ます。

風しん追加対策
医事課　荻野　紗代

段々と肌寒い季節になってきました。冷えた体を温めたい時におすす
めしたいのが「あんかけ料理」です。今回は、豆腐を裏ごしし、卵白
と牛乳を混ぜて蒸すことでふわとろ豆腐を作ります。あんには干し椎
茸の出汁と血行促進作用がある生姜と白葱を加えて優しい味に仕上
げました。炒り卵とグリンピースで彩りも華やかになります。寒い季節、
見た目もほっこりし、体も温まってみてはいかがでしょうか。

ふわとろ豆腐野菜あんかけ

１	豆腐は水を切り、裏ごしする。卵は黄身と白身に分け
ておく。

２	水で戻した椎茸、人参、白葱、生姜はみじん切りにする。
３	卵の白身に塩少々を加え、よく泡立てる。
４	ボールに裏ごしした豆腐、牛乳、３を入れてよく混ぜ、

４等分して蒸し碗に入れて、15分間蒸す。
５	鍋にサラダ油を入れ、黄身を炒めてとりだす。同じ鍋

で２とグリンピースを炒める。炒めた黄身、椎茸の戻
し汁を加えて沸騰させ、薄口醤油を入れたら水溶き片
栗粉でとろみをつける。

６	蒸し上がった４を盛付け皿に移し、５をまわりにかけ、
糸唐辛子を飾って完成。

作り方

倉敷老健　管理栄養士　秋里　光咲

対象者
●�昭和37年４月２日から昭和54年４月１日までの間に生
まれた男性。

●期限は令和４年３月31日までです。 ※延長されました。

●お住まいの市町村からクーポン券が発送されます。

受診の流れ
　ご予約制となっておりますのでまずはお電話ください。
TEL 086-427-1111（代表） 
当日はご本人様確認のため健康保険証とクーポン券をご持
参ください。（クーポン券をお忘れになると受診すること
ができません。）受付時に問診表をご記入いただき、医師
の診察後抗体検査実施となります。
　結果が出るまで約１週間かかりますので、１週間後以降
で予約を取って結果を聞きに来ていただきます。その際抗
体価が十分でなければ、ご希望であれば予防接種を受ける
ことが可能です。

絹ごし豆腐…………… 1丁
卵……………………… 3個
塩………………………少々
牛乳……………… 150ml
干し椎茸（スライス）…10g
人参……………………20g
白葱……………………10g

材料［４人分］

栄養成分１人分 エネルギー：113kcal　塩分：0.5g

生姜…………………… 7g
グリンピース…………10g
サラダ油……………… 1g
椎茸の戻し汁…… 180ml
薄口醤油………… 小さじ1
片栗粉…………………少量
糸唐辛子………………適量
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新任医師紹介はじめまして！

月曜日～金曜日 ８：30 ～ 17：00　土曜日 ８：30 ～ 12：00窓口対応時間
086-427-6550TEL （直通） 086-427-1197FAX （直通） 

倉敷平成病院　地域医療連携センター

ご不明な点がございましたら、
お気軽に下記までお問い合せください。

　
10
月
18
日（
月
）、

牟
礼
英
生
ニ
ュ
ー

ロ
モ
デ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

長
と
重
松
秀
明
脳

神
経
外
科
部
長
に

よ
る
パ
ー
キ
ン
ソ

ン
病
の
患
者
さ
ん

へ
の
D
B
S
手
術

が
行
わ
れ
、
メ
ド

ト
ロ
ニ
ッ
ク
社
の
新
製
品
で
、
日
本
で
薬
事
承
認
取

得
後
、
こ
の
日
販
売
開
始
さ
れ
た
刺
激
電
極
を
国
内

で
初
め
て
植
込
み
ま
し
た
。

　
特
徴
と
し
て
は
、「
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ナ
ル
リ
ー
ド
」

と
い
う
指
向
性
刺
激
を
可
能
と
し
、
従
来
の
電
極
よ

り
も
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
様
々
な
症
状
に
合
わ
せ

て
刺
激
を
細
か
く
調
整
す
る
こ
と
が
で
き
、
条
件
付

き
M
R
I
撮
像
に
唯
一
対
応
し
て
い
ま
す
。
昨
年
11

月
に
発
売
さ
れ
た
刺
激
装
置
と
組
み
合
わ
せ
る
と
、

脳
内
局
所
フ
ィ
ー
ル
ド
電
位
L
F
P
を
計
測
・
記
録

し
、
自
動
刺
激
調
整
を
行
え
、
薬
剤
使
用
の
低
減
等

が
期
待
で
き
ま
す
。

　
ニ
ュ
ー
ロ
モ
デ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
分
野
は
日
々
進
歩

し
て
お
り
ま
す
。
当
院
で
は
国
内
で
認
可
す
る
全
て

の
D
B
S
/
S
C
S
装
置
の
植
込
み
を
実
施
し
て
お

り
、
患
者
さ
ん
の
症
状
や
A
D
L
に
最
善
の
治
療
効

果
が
期
待
で
き
る
治
療
法
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
ご

興
味
の
あ
る
方
は
い
つ
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

�

臨
床
工
学
技
士　
主
任　

高
須
賀　
功
喜

D
B
S
手
術
に
て
国
内
初
の

新
製
品
植
込
み
実
施
報
告

10／18

　いつも当院の地域医療連携業務にご協力いただきありがとうございます。
　早いもので令和３年度も残りわずかとなりました。コロナ禍での連携も丸２年を終えようとしています。
今後は少しずつ顔のみえる連携が行えるようになることを期待しております。
　そして、当院地域医療連携センターは地域の方のお役にたてるよう一段と精進して参りますので、今後と
もよろしくお願いいたします。� 地域医療連携センター　課長　山川　恭子

紹介患者数／1,141件
紹介元／
　開業医：593件
　病　院：448件
　整骨院：　91件
　施設等：　 9件

紹介患者数
1,141件のうち
　外来：907件
　入院：234件

2021年度上半期（４月～９月）紹介の現状

開業医
593件

（52％）
病院 448件

（39％）

整骨院
91件（8％）

施設等 
9件（1％）

紹介区分
1,141件

外来 907件
（79％）

入院 234件
（21％）

紹介件数
1,141件

糖
尿
病
／
代
謝
内
科
・

倉
敷
生
活
習
慣
病
セ
ン
タ
ー

益ま
し

子こ

　
晃あ

き

子こ

　
医
師

【
出
身
地
】広
島
県　

【
趣
味
・
特
技
】

　

家
庭
菜
園
、
あ
つ
ま
れ
ど
う
ぶ

つ
の
森

【
専
門
】糖
尿
病

【
資
格
】

　

産
業
医
、
日
本
内
科
学
会
、
日
本

糖
尿
病
学
会
、
日
本
内
分
泌
学
会

　

み
な
さ
ま
初
め
ま
し
て
、益
子 

晃

子
と
申
し
ま
す
。

　

広
島
県
広
島
市
出
身
で
、
川
崎
医

科
大
学
卒
業
後
は
大
阪
で
研
修
し
、

３
年
前
に
川
崎
医
大
の
糖
尿
病
・
代

謝
・
内
分
泌
内
科
に
戻
り
ま
し
た
。

　

昨
年
10
月
に
長
女
を
出
産
し
、
仕

事
復
帰
の
形
を
模
索
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
当
院
と
ご
縁
が
あ
り
、
10
月
か

ら
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。

　

仕
事
も
子
育
て
も
、
ど
ち
ら
も
全

力
で
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
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YouTubeで
ご覧ください

講
師
の
和
田
健
二
先
生

【
倉
敷
平
成
病
院
】

　
９
月
13
日（
月
）、
救
急
棟
完
成
後
、

初
め
て
の
避
難
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

事
前
に
夜
間
想
定
の
シ
ナ
リ
オ

や
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
訓
練

に
臨
み
ま
し
た
が
、
課
題
や
問
題
点

が
見
つ
か
り
、
訓
練
の
重
要
性
を
再

認
識
し
ま
し
た
。

　
実
際
の
火
災
の
場
合
、
ワ
ン
フ
ロ

ア
に
つ
き
1
0
0
名
近
く
の
患
者

さ
ん
の
誘
導
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
自
動
通
報
装
置
や
ス
プ
リ
ン

ク
ラ
ー
等
、
必
要
な
設
備
を
完
備
し
て
い
ま
す
が
、
万
が
一
の
時

迅
速
に
対
応
で
き
る
体
制
の
確
保
を
今
一
度
構
築
す
る
必
要
性
を

感
じ
ま
し
た
。�

施
設
・
搬
送
管
理
課　
副
部
長　

金
光　
秀
彰

【
ピ
ー
ス
ガ
ー
デ
ン
倉
敷
】

　
９
月
22
日（
水
）、
ピ
ー
ス
ガ
ー
デ
ン
倉
敷
全
体
で
消
防
避
難

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
初
め
て
地
域
の
方
２
名
に
も
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
２
階
特
養
で
専
門
家
か
ら
防
災
盤
の
説
明
を
聞
き
、
訓
練
開
始

で
す
。
夜
間
に
出
火
し
た
こ
と
を
想

定
し
、
２
名
で
誘
導
し
ま
し
た
。
不

安
な
場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、ス
ム
ー

ズ
に
避
難
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
散
水
栓
か
ら
実
際
に
水
を

出
す
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
安
心
し
て
ご
利
用
い
た

だ
け
る
よ
う
防
災
意
識
を
高
め
、
定

期
的
に
訓
練
を
続
け
て
参
り
ま
す
。

�

ピ
ー
ス
ガ
ー
デ
ン
倉
敷 

特
養　
　
　
　

�

介
護
副
主
任　

佐
々
木　
智
恵
美

　
10
月
４
日（
月
）よ
り
、『
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
振
り
返
る 

～
感
染

し
な
い
・
さ
せ
な
い
・
う
つ
さ
な
い
看
護
の

取
り
組
み
と
連
携
～
』
を
メ
イ
ン
タ
イ
ト
ル

と
し
、
第
31
回
看
護
セ
ミ
ナ
ー
を
限
定
動
画

配
信
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
感
染
防
止
の
た
め
、
昨
年
に
引
き
続
き
動

画
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
は
実

例
を
挙
げ
、
よ
り
詳
細
な
お
話
が
で
き
る
よ

う
医
療
関
係
者
に
向
け
て
限
定
公
開
と
い
う
形
と
し
、
当
グ
ル
ー

プ
で
経
験
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
、

４
つ
の
事
例
を
発
表
し
ま
し
た
。�

看
護
セ
ミ
ナ
ー
事
務
局

避
難
訓
練
実
施
報
告

９月

第
31
回 

看
護
セ
ミ
ナ
ー

限
定
動
画
配
信
で
開
催
報
告

10／４

　
「
認
知
症
を
正
し
く
知
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
10
月
16
日（
土
）、

第
34
回
神
経
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
感
染
対
策

に
留
意
し
、
ア
ク
リ
ル
板
の
設
置
や
約
30
名
と
い
う
極
少
数
の
参

加
の
他
、
Y
o
u
T
u
b
e
動
画
配
信
で
の
講
演
と
な
り
ま
し
た
。

　
講
師
に
川
崎
医
科
大
学
医
学
部 
臨
床
医
学
認
知
症
学
教
授 

和

田
健
二
先
生
を
迎
え
、「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
を
再
考
す
る
～
多

様
性
へ
の
対
応
と
今
後
の
課
題
～
」
を
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
の
医
療
・
介
護
コ
ス
ト
と
し
て
、

医
療
費
や
公
的
介
護
費
、
生
産
性
の
低
下
に
よ
る
損
失
だ
け
で
な

く
家
族
が
行
う
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
介
護
コ
ス
ト
ま
で
盛
り
込
ま

れ
た
試
算
の
提
示
や
、
軽
度
認
知
障
害（
M
C
I
）の
前
段
階
と

し
て
脳
内
に
病
変
は
存
在
し
て
い
る
が
、
認
知
機
能
障
害
な
ど
の

症
状
は
顕
在
化
し
て
い
な
い
「
プ
レ
ク
リ
ニ
カ
ル
」
段
階
か
ら
の

先
制
治
療
に
つ
い
て
も
ご
解
説
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
質
疑
応
答
で
和
田
先
生
が
「
朗
ら
か
で
一
緒
に
居
て
楽
し
い
人

で
あ
る
こ
と
」「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
る
こ
と
」
が
年
を
重
ね
て

い
く
上
で
は
重
要
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
の
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

　
当
院
で
は
認
知
症
疾
患
医
療
セ

ン
タ
ー
を
中
心
に
、
多
職
種
に
よ

る
チ
ー
ム
医
療
で
患
者
さ
ん
や
ご

家
族
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
が
、

こ
の
講
演
を
機
に
一
層
認
知
症
へ

の
理
解
を
深
め
、
実
際
の
治
療
や

ケ
ア
に
役
立
て
て
い
け
れ
ば
と
感

じ
ま
し
た
。�

神
経
セ
ミ
ナ
ー
事
務
局

　
2
0
1
8
年
５
月
よ
り
３
年
２
ヶ

月
の
準
備
・
作
業
期
間
を
要
し
、
７

月
22
日（
木
）よ
り
富
士
通
の
新
電
子

カ
ル
テ（
E
G
M
A
I
N
‒
G
X
）

が
稼
働
し
ま
し
た
。

　
LX
か
ら
GX
へ
と
シ
ス
テ
ム
の
ラ
ン

ク
を
上
げ
て
の
更
新
で
、
全
国
で
も

２
例
目
の
案
件
と
な
り
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
で
の
更
新
作
業
は
、
院
内
メ

ン
バ
ー
、
業
者
共
に
身
動
き
が
取
れ

な
く
な
っ
た
時
期
も
あ
り
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り
に
実
施
で
き
る

か
不
安
視
さ
れ
る
状
況
下
で
の
作
業
が
最
後
ま
で
続
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
シ
ス
テ
ム
更
新
は
、
当
院
の
特
徴
で
も
あ
る
医
療
と
介

護
の
記
録
を
、
一
体
的
に
取
り
扱
っ
て
い
く
た
め
の
第
一
歩
と
な

り
ま
し
た
。�

情
報
管
理
課　
課
長　

佐
藤　
宏
明

第
34
回
神
経
セ
ミ
ナ
ー
開
催
報
告

「
認
知
症
を
正
し
く
知
る
」

10／16

電
子
カ
ル
テ
を
更
新
し
ま
し
た

7／22
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弊院の創立者であり、全仁会グループ 代表、

社会医療法人全仁会 名誉理事長、

社会福祉法人全仁会 理事長である

高尾武男が2021年８月11日永眠いたしました。享年77歳。

ここに生前のご厚誼に深謝いたしますとともに、

謹んでお知らせいたします。

「救急から在宅まで 
　　何時いかなる時でも対応します」

理念を掲げ、限りないQOLを求め、

患者本位の医療を実践・追求した人生でした。

全仁会はその魂を胸に刻み職員一同、一層精進してまいります。

創立者の逝去に関するお知らせ

Thank you!

イオンモール倉敷様よりマスク・消毒薬をいただきました

励ましのメッセージをいただきました

　７月中旬、倉敷医師会を通じ、イオンモール倉敷様よりマスク・消毒薬
をいただきました。
　新型コロナウイルスの感染拡大が進む中、イオンモール倉敷で実施され
た募金活動で集まった募金で購入した日本製マスク215袋、消毒薬80本
を倉敷医師会へ寄贈され、マスク（5枚入り）30袋、消毒薬11本が当院
へ配布されました。
　引き続き感染対策を徹底しながら、診療に努めてまいります。
　イオンモール倉敷の皆様ありがとうございました。� 秘書・広報課

　８月30日（月）、大学コンソーシアム岡山より県内関連校の学生さんた
ちのメッセージが届きました。
　「自分の身体も大切にしてくださいね」「社会の一員という責任を持ち、
自分自身も感染予防に努めていきます」など、胸の熱くなるようなメッセー

ジが約40枚のカードに書かれてい
ました。
　大学コンソーシアム岡山は、産学
官の連携による「活力ある人づく
り・街づくり」をめざして大学教育
事業部、社会人教育事業部等で様々
な活動をされているそうです。
　大学コンソーシアム岡山のご関係
の皆様、この度はありがとうござい
ました。
� 秘書・広報課

※�写真は個人情報に配慮して画像の一部加工を
しています。 最新の情報は当院ホームページ等でご確認

ください。

11/1～
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　一足お先に、美容外科が診療を始めていますが、
11月８日より婦人科・乳腺外科が移転します。
待合室が広くなり、受付も用途別窓口にすること
で混雑緩和を図っています。
　新しくなった「総合美容センター」に、ぜひいら
してください。

正面玄関入ってすぐ右側が美容センター入口です。

総合美容センターリニューアル

エントランスホール

待合パウダールーム中待合

受付
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JR倉敷駅
山陽本線

イオン倉敷

ホテル1-2-3
倉敷

至倉敷IC

至岡山

至広島

至広島

至
水
島

至
児
島

至岡山

小町トンネル

旧2号線

笹沖

伯備線

芸文館

市民会館市立
美術館

美観地区

アリオ倉敷

倉敷工業高校 玉信

消防署

市役所

老松小

２

429

ローズガーデン倉敷
平成南町クリニック
グランドガーデン南町

倉敷在宅総合ケアセンター

ピースガーデン倉敷

N

ケアハウスドリームガーデン倉敷

倉敷平成病院
倉敷老健

11月８日（月）～ 動画を公開！
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倉敷老健
倉敷市老松町4-3-38
TEL.086-427-1111

住宅型有料老人ホーム　
ローズガーデン倉敷
倉敷市南町4-38
TEL.086-435-2111
● ヘルプステーション
平成南町クリニック

ケアハウス　
ドリームガーデン倉敷
倉敷市八軒屋275
TEL.086-430-1111
● デイサービス

サービス付き高齢者向け住宅　
グランドガーデン南町
倉敷市南町1-12
TEL.086-435-2234
● 特定施設入居者生活介護
● ヘルプステーション南町
● よくなるデイ南町
● 南町ケアプラン室

複合型介護施設　
ピースガーデン倉敷
倉敷市白楽町40
TEL.086-423-2000
● 地域密着型特別養護老人ホーム
● ショートステイ
● グループホーム
● デイサービス

倉敷在宅総合ケアセンター
倉敷市老松町4-4-7
TEL.086-427-0110
● 訪問看護ステーション
● ホームヘルプステーション 
● ショートステイ
● 通所リハセンター
● 予防リハセンター 
● ケアプラン室
● 高齢者支援センター
● ヘイセイ鍼灸治療院

倉敷平成病院
● 内科　● 脳神経内科　● 脳神経外科　● 脳卒中内科　● 整形外科　● 消化器科　● 循環器科
● 呼吸器科　● 耳鼻咽喉科　● 形成外科　● 皮膚科　● 眼科　● 総合診療科
● リハビリテーション科　　● 放射線科　● 麻酔科　● 和漢診療科　● 歯科
倉敷ニューロモデュレーションセンター
● 脳神経外科
倉敷生活習慣病センター
● 糖尿病	 ● 代謝内科
総合美容センター
● 美容外科	 ● 形成外科	 ● 婦人科	 ● 乳腺外科
認知症疾患医療センター
神経放射線センター
平成脳ドックセンター

倉敷平成病院
倉敷市老松町4-3-38
TEL.086-427-1111
FAX.086-427-8001

救急指定

News全仁会
ニュース

季節は行楽シーズン真っ只中ではありますが、今年も大規模な集会イベントは自粛の秋となりました。そんな状況下でも皆さんに楽しんでいただきたいと、
職員一同企画・制作に奮闘しておりますのぞみの会がいよいよ公開です。動画・冊子共に昨年よりパワーアップしていますので、ぜひご覧ください。（N）編集後記

第56回
『コロナに打ち勝つ体と脳と心 ～ 全仁会が支える新しい医療とケア～』
　昨年は新型コロナウイルスの感染拡大の影響で、冊子と動画での新しい形の開
催となった『のぞみの会』。今年も同じ形で、よりパワーアップして開催すること
となりました。
　昨年好評だった当院医師による勉強会やリハビリスタッフのリラックスタイム、
栄養科による健康レシピなどはもちろん、通常開催で人気の体験発表や健康法、
作品紹介のコーナーも登場。今年の勉強会は内科部長 都築 昌之先生による「便
秘って病気なの？」、倉敷ニューロモデュレーションセンター長 牟礼 英生先生に
よる「パーキンソン病の外科的治療」の２題です。冊子は外来に設置してあるラッ
クからお持ち帰りいただけます。また、当院ホームページの申し込みフォームか
ら郵送対応も行っております。
　冊子の特集に合わせて11月８日（月）より、当院の
YouTubeで随時動画の公開も予定しています。
ぜひご覧ください。　　　　　　　のぞみの会実行委員会


